令和４年度　当初予算

漁業経営維持安定資金利子補給
１　事業の趣旨

　　既往負債の償還が困難となっている漁業者の償還負担を軽減し、早期の経営改善を図るため、借換えに必要とする資金を漁業者へ貸し付けた融資機関に対し、利子補給を行います。
２　事業内容

　【当初：6.748千円】

　【事業の内容】
（1）漁業経営維持安定資金の概要
	資金使途
	次に掲げる債務のうち原則として漁業に関する債務の借換え

1 返済期到来後未返済となっている債務
2 返済期未到来の債務のうち、実質的に延滞ないし固定化しているとみなされる債務

3 賃金、退職金の支払債務

4 金融機関以外からの借入金　　　等

	貸付対象者
	「漁業経営再建計画」を策定し、知事の認定を受けた中小漁業者

	融資機関
	信漁連、銀行等

	償還期限
	10年（据置３年）以内
※ ただし、既往債務の年間償還額からみて、特に必要があると認められる場合の 償還期限は15年以内

	貸付限度額
	4,000万円～４億円（営む漁業の種類等により異なる。）

	融資枠
	２億６千万円


（2）国の緊急対応策
・貸付当初５年間無利子化
・漁業信用基金協会等による債務保証の当初５年間の保証料免除

・漁業信用基金協会等の実質無担保化等での債務保証引き受け
３　事業実施主体
県
４　利子補給率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和４年６月20日現在（％）
	
	基準金利
	利子補給率
	貸付金利
（借入者負担）

	
	
	農林水産長期

金融協会
	県
	

	貸付当初５年間
	1.75
	0.50
	1.25
	0.00

	貸付６年目以降
	1.75
	0.00
	1.25
	0.50


※貸付け当初５年間は、県及び（公財）農林水産長期金融協会が利子補給を行うことで、

実質無利子となります。
※県の利子補給は、６年目以降も継続します。

５　事業実施期間
令和４年度
６　担当課
　　団体指導課・金融共済担当　（TEL　019-629-5699）
